
とっとり産業フェスティバル２０１０ ポスター発表

テーマ

袋川水辺におけるスナヤツメ・アカハライモリ等の希少動物の生息地再生の実践的試み
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概 要 研究の目的は、近年、生息地の人為的な破壊により、その生息地および個体数が急激に減少しつつあ

る、希少動物を含む水辺水生動物の生息地を創出することであった。１年をかけて、樋門前の「円形溜り＋水

路」構造型生息地と、それを樋門が存在しない河川敷に応用した生息地を創出し、これまでのところ、前者には

アカハライモリやメダカといった希少種をはじめとした多種の水生動物の侵入・定着を確認している。

研究内容

鳥取県東部の河川および支流に設置されている 28 ヵ所の樋門前水場を調査し、以下のような結果を

得ている。スナヤツメ、アカハライモリ、メダカ、クロゲンゴロウといった絶滅が危惧されている水辺

動物は、樋門の周辺水域のような以下の条件を満たす水場に生息することが明らかになってきた：①浅

瀬の安定した水 ②緩やかな流れ ③細砂の堆積 ④有機物（枯葉等）の供給 ⑤高い DO ⑥水の高い透明

度 ⑦護岸の石垣や自然土 ⑧水際や岸の植物の存在。

上記のような知見に基づき初年度につくった生息地における侵入・定着動物のモニターを行い、また

それらの研究結果に基づき、新たな再生地を作成した（下図 A,B）。また２年目につくった生息地（下図

C）でのモニターも続けた。結果として、A、B に示した再生地でアカハライモリの定着が、また、C に

示した再生地で、スナヤツメの繁殖・定着（下図 D）が確認された。

研究成果

上記に述べた「円形溜り＋水路」構造型生息地でのモニタリングを現在行っているが、これまでの結

果では、アカハライモリの（少なくともこれまでの）定着やメダカの侵入が確認されており、今回創出

した「円形溜り＋水路」構造型生息地が、目的に適した構造であることを示唆している（添付資料 1 を

見て下さい）。また、これまで作製してきた生息地のモニターととおして、スナヤツメの繁殖・定着に

は、河川敷などの湧水も重要な条件になることが強く示唆された。

今後の課題

これまで、研究から明らかになった環境条件を備えた樋門前水場を創出してきたが、２年目の研究に

より、スナヤツメの繁殖・定着には、河川敷などの湧水も重要な条件になることが強く示唆された。今

後は、「円形溜り＋水路」構造に加え、そこに湧水が流れ込むような構造をつくり、スナヤツメの繁殖・

定着が促進されるかどうかを検証したい。
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